




















目的

現行の妊婦検診システムはかつての母体死亡の主要な原因であった妊娠中毒症の早期発見

を主眼に発足したが,近年の産科管理の進歩に伴い,妊娠中毒症,分娩時大量出血によるも

のとともに内科合併症に起因すると思われる母体死亡がクローズアップされている。した

がって本研究では変貌しつつある母体死亡の原因,基礎疾患を明らかとするとともに,それ

らにそくした妊婦検診システムを確立することを目的とする。そこで本年度は参加 9施設

で実際に行われている検診内容の実態調査を行い,さらに次年度には出血多量例の pro-

spectivestudy を行うことにより,これらのいわゆる母体死亡ニアミス例が現行の検診シ

ステムで予知し得たか否か,またそれが不可能であれば,本年度に行った各施設の実態調査

のいずれがその予知に有用であるかを検討する予定である。


